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強震観測研究の高度化に関する調査研究

強震観測点の調査

関東地域の地盤
データ

ボーリングデータ・微地形分類に
基づいて作成された地盤モデル

微動測定による観
測点調査とボーリ
ングデータ等から
作成した地盤モデ
ルを組み合わせ、
面的地震動推定
のための手法開発
を行う



常時微動観測は基本的
に単点による観測
昨年度(H20)実施分は、▲
一昨年度(H19)実施分は、
▲で示す。

合計386観測点

昨年度までの観測・成果

現在までに作成されている
関東地域の地盤モデルを用
いたレイリー波の理論H/Vス

ペクトル比の計算を行い、自
治体観測点全点について微
動観データのH/Vスペクトル

比とを比較し、現状の地盤の
モデル化の精度の検証を実
施した。



面的な地震動分布の推定をより詳細に検討する
ため、関東地域の一部地域（千葉県・茨城県南部）
において、既存強震観測地点における微動アレイ
探査および、揺れやすさ特性の面的な補間方法を
検討するため既設強震観測点以外の地点におい
て単点による常時微動探査を行う。

今年度（平成２１年度）の計画



今年度実施した単点による微動観測位置（千葉県内）

▲は今年度測定を実施した
常時微動単点（612点）

▲は昨年度までに実施した
SK-NET観測点（千葉・茨城
・栃木・群馬386地点）
地図背景は微地形区分

微地形区分の山地系の微
地形区分を除く微地形区
分（台地および低地）にお
いて観測点間隔が最小で
2ｋｍ間隔毎に学校を選択



今年度実施した微動アレイ観測位置（千葉県内）

昨年度までに単点で観測し
たSK-NET観測点において、
5～10ｋｍ間隔で、対象周期
4秒～0.5秒程度を想定した
微動アレイ観測を実施。

★がアレイ観測を行った
観測位置



微動アレイ展開例（千葉県・大網白里町）

アレイの基本単位はＲ＝１００ｍおよび３００ｍの７点展開



データベース登録状況 －微動データベース登録画面ー

今後の業務の効率化の
ため、データベースに正確
な位置座標とともに各種デ
ータを収録。誰でもデータ
閲覧・ダウンロード・生デー
タからの再解析も可能。





＜今後の計画＞
面的な強震動予測の高精度化を目指して、これまでに
取得した常時微動観測データを用いて、ボーリングデータ
からモデル化した浅部地盤構造モデルと、地震動予測地
図作成において検討されている深部地盤モデルを結合
した浅部・深部統合地盤モデルの作成を進める。

まとめと今後の計画

＜まとめ＞
面的な揺れやすさの推定手法を検討するため、千葉県
内の小・中・高校（612地点）、および震度観測点（61地点）
において単点微動・微動アレイ観測を行った。


